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はじめに 

 

2019（令和元）年末からの新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行により、

世界中が危機的な状況に見舞われる中、本学においても学生と教職員の健康と安全を第

一に考え、教育・研究を継続させ、大学の経営基盤を維持するために 2020（令和 2）年

2 月より「感染症危機管理対策本部」を設置し様々な対応をとってまいりました。加えて、

2021（令和 3）年度は、教育職員・事務職員の協働のもと、新型コロナウイルスワクチ

ンの職域接種を実施するなど、更なる対策を実施してまいりました。2022（令和 4）年

を迎えた今もコロナ禍は収束の兆しが見えず、先行きが不透明な社会情勢ではあります

が、学祖 藤田正方先生の精神に学び、決して後退することなく、今後は「With／After

コロナ」の状況下、感染症対策等を継続し、学生ファーストの教育・研究環境の充実と発

展を図ってまいります。 

コロナ禍以前から人口減少社会、少子超高齢社会、雇用環境や地域社会・家族形態の変

容、環境・エネルギー問題など、継続的に様々な課題が顕在化する中、大学においては、

教育・研究の質を高め、より高度な知識を教授し、科学技術・学術の発展に寄与すること

が、現代の知識基盤社会を支えていく上で極めて重要なこととなっています。今後も本学

が学生に選ばれ、かつ社会に貢献できる大学であり続けるには、急激な社会変化にも迅速

に対応できる、質の高い教育が求められます。コロナ禍の時代に即した教育・研究システ

ムを展開するために、これまで以上に大学組織力の強化を目指し、 ICT を活用するなど、

教育・研究環境を整備します。そして有能な人材を育成できる魅力ある大学づくりを目指

します。 

2019（令和元）年、本学は 10 年先の創立 150 周年を目標に、日本の薬系大学のみ

ならず医療系大学のフラグシップ（旗艦校）となるべく、「私学における薬学、生命科学

教 育 ・ 研 究 の 拠 点 と な る 」 を 将 来 ビ ジ ョ ン に 掲 げ 、 東 京 薬 科 大 学 中 長 期 計 画

「TOUYAKU150」を策定しました。この中長期計画は時代に即した内容へと見直しな

がら、各単年度の事業計画、予算に反映することで、内容をより具体化していきます。そ

してこの度 2022（令和 4）年度の事業計画として、「TOUYAKU150 - Plan2022」

を策定しました。伝統を踏まえ次の 100 年にバトンを渡すため、我々学校法人東京薬科

大学の法人役員と教職員は一丸となって課題に立ち向かっていきます。 
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法 人 の 概 要  

 

【 大 学 の 理 念 】  

「 ヒ ュ ー マ ニ ズ ム の 精 神 に 基 づ い て 、 視 野 の 広 い 、 心 豊 か な 人 材 を 育 成 し 、

薬 学 並 び に 生 命 科 学 の 領 域 に て 、 人 類 の 福 祉 と 世 界 の 平 和 に 貢 献 し ま す 。」  

  

 

【 基 本 方 針 】  

・ 学 生 中 心 の よ り 良 い 教 育 環 境 を 提 供 し 、 学 生 の 学 ぶ 権 利 を 尊 重 し ま す 。  

・ 倫 理 の 高 揚 を 踏 ま え つ つ 、 学 問 に 裏 付 け ら れ た 質 の 高 い 教 育 を 目 指 し 、 薬

学 並 び に 生 命 科 学 の 分 野 で 意 欲 的 か つ 高 い 能 力 の あ る 人 材 を 育 成 し ま す 。  

・ 地 域 及 び 職 域 の 教 育 機 関 と し て 医 療 機 関 及 び 研 究 機 関 と の 連 携 を 密 に し て 、

地 域 及 び 職 域 に 貢 献 で き る 学 校 経 営 に 努 め ま す 。  

・ 教 職 員 一 人 ひ と り が 常 に 研 鑽 し 、 自 ら の 成 長 と 学 生 の 学 ぶ 姿 に 喜 び を 感 じ

る 大 学 を 創 り ま す 。  

 

 

【 三 つ の 方 針 】  

〇 東 京 薬 科 大 学 の 三 つ の 方 針  

● 卒 業 認 定 ・ 学 位 （ 学 士 ） 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ）  

 東 京 薬 科 大 学 で は 、 人 類 と 生 命 を 慈 し む 心 と 学 問 に 裏 付 け ら れ た 質 の 高 い

教 育 を 目 指 し 、 視 野 の 広 い 、 心 豊 か な 、 薬 学 並 び に 生 命 科 学 の 分 野 で 意 欲

的 か つ 高 い 能 力 の あ る 人 材 を 育 成 し ま す 。  

 東 京 薬 科 大 学 は 、 各 学 部 各 学 科 で 定 め た 所 定 の 単 位 を 修 得 し 、 所 定 の 能 力

を 備 え た 学 生 の 卒 業 を 認 定 し 、 学 位 （ 学 士 ） を 授 与 し ま す 。  

 

● 教 育 課 程 編 成 ・ 実 施 の 方 針 （ カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー ）  

 視 野 の 広 い 、 心 豊 か な 、 薬 学 並 び に 生 命 科 学 の 分 野 で 意 欲 的 か つ 高 い 能 力

の あ る 人 材 を 育 成 す る た め に は 、 自 然 科 学 は も ち ろ ん の こ と 、 人 文 科 学 、

社 会 科 学 、 情 報 科 学 な ど す べ て の 学 問 を 総 合 し た 学 際 的 な 取 り 組 み が 必 要

で す 。 そ れ ら を 体 系 的 に 修 得 す る こ と で 、 豊 か な 人 間 性 と 高 い 使 命 感 や 倫

理 観 、 薬 学 や 生 命 科 学 に お け る 基 礎 知 識 と 技 能 、 態 度 を 習 得 し 、 さ ら に 将

来 に わ た っ て 自 己 教 育 で き る 人 材 を 育 成 し ま す 。  

 

● 入 学 者 受 入 方 針 （ ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー ）  

 東 京 薬 科 大 学 で は 、 薬 学 や 生 命 科 学 の 分 野 に お け る 充 分 な 知 識 と 技 能 、 態

度 を 持 ち 、 人 類 の 福 祉 と 健 康 に 貢 献 で き る 豊 か な 人 間 性 と 広 い 視 野 を 持 つ

人 材 を 育 成 す る た め に 、 以 下 の 能 力 を 持 つ 学 生 を 求 め ま す 。  

東 京 薬 科 大 学 が 求 め る 学 生 像  

１ ）入 学 後 の 修 学 に 必 要 な 基 礎 学 力 を 持 っ て お り 、高 い 勉 学 意 欲 が あ る 。  
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２ ） 高 い 倫 理 観 を 持 っ て い る 。  

３ ） 相 互 理 解 の た め の 表 現 力 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 に 優 れ て い る 。  

４ ） 自 分 の 考 え 、 意 見 や 行 動 に 責 任 を も て る 。  

５ ） 人 類 社 会 に 貢 献 し た い と い う 強 い 意 志 を 持 っ て い る 。  

６ ） 健 康 で 豊 か な 人 間 性 を 養 う た め に 、 自 己 教 育 に 取 り 組 む 意 欲 を 持 っ て

い る 。  

７ ） 社 会 ・ 地 域 活 動 、 環 境 保 全 活 動 さ ら に は 文 化 ・ 芸 術 ・ ス ポ ー ツ 活 動 に

積 極 的 に 参 加 す る 意 欲 を 持 っ て い る 。  

 

 

〇 東 京 薬 科 大 学 大 学 院 の 三 つ の 方 針  

● 修 了 認 定 ・ 学 位 （ 修 士 ・ 博 士 ） 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ）  

 東 京 薬 科 大 学 大 学 院 で は 、 人 類 と 生 命 を 慈 し み 、 科 学 技 術 の 発 展 お よ び 人

類 の 福 祉 と 健 康 に 貢 献 す る た め の 高 度 な 研 究 能 力 と 学 識 を 持 ち 、 国 際 社 会

で 活 躍 で き る 意 欲 的 か つ 高 い 能 力 の あ る 人 材 の 養 成 を 目 的 と し ま す 。  

東 京 薬 科 大 学 大 学 院 は 、 各 研 究 科 で 定 め た 所 定 の 単 位 を 修 得 し 、 所 定 の 能

力 を 備 え 、 学 位 審 査 に 合 格 し た 大 学 院 学 生 に は 修 了 を 認 定 し 、 学 位 を 授 与

し ま す 。  

 

● 教 育 課 程 編 成 ・ 実 施 の 方 針 （ カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー ）  

 東 京 薬 科 大 学 大 学 院 で は 、 最 先 端 の 研 究 活 動 を 通 じ て 、 薬 学 ・ 生 命 科 学 領

域 に お け る 広 範 囲 な 基 礎 的 ・ 先 進 的 知 識 と 技 能 を 修 得 し 、 自 ら 問 題 点 の 抽

出 と 問 題 解 決 を 進 め て い く こ と が 実 践 で き る 人 材 を 育 成 す る よ う 各 研 究 科

で の 大 学 院 教 育 を 行 い ま す 。  

 

● 入 学 者 受 入 方 針 （ ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー ）  

 東 京 薬 科 大 学 大 学 院 で は 最 先 端 の 研 究 活 動 を 通 じ て 、 薬 学 ・ 生 命 科 学 領 域

に お け る 広 範 囲 な 基 礎 的 ・ 先 進 的 知 識 と 技 能 を 修 得 し 、 自 ら 問 題 点 の 抽 出

と 問 題 解 決 を 進 め て い く こ と が 実 践 で き る 人 材 を 育 成 す る た め に 、 学 士 あ

る い は 同 等 の 学 位 を 持 ち 、 か つ 以 下 の 能 力 を 持 つ 大 学 院 学 生 を 求 め て い ま

す 。  

 東 京 薬 科 大 学 が 求 め る 大 学 院 学 生 像  

１ ）研 究 者・技 術 者 と し て 社 会 に 貢 献 し た い と い う 強 い 意 志 を 持 っ て い る 。  

２ ） 豊 か な 人 間 性 を 養 う た め に 積 極 的 な 自 己 研 鑽 に 励 む こ と が で き る 。  

３ ） 相 互 理 解 の た め の 表 現 力 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 に 優 れ て い る 。  

４ ） 基 礎 学 力 が あ り 、 高 い 勉 学 意 欲 を 持 っ て い る 。  

５ ） 国 際 的 な 視 点 と 倫 理 性 と 高 い 教 養 を 持 っ て い る 。  

６ ） 自 ら 果 敢 に 新 た な 分 野 の 開 拓 等 に 挑 戦 す る こ と が で き る 。  
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 ※ 各 学 部 ・ 学 科 、 各 大 学 院 研 究 科 ・ 専 攻 ・ 課 程 に お け る 三 つ の 方 針 は 本 事

業 計 画 で は 省 略 し て い ま す 。 本 方 針 は 以 下 の 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ （ URL）

に 掲 載 し て い ま す 。  

 

https://www.toyaku.ac. jp/about/ 

 

 

【 SDGs へ の 取 り 組 み 】  

 本 学 で は 、中 長 期 計 画「 TOUYAKU150」の 達 成 年 度 で あ る 2030 年 の

未 来 に 向 け て 、持 続 可 能 な グ ロ ー バ ル 目 標 で あ る「 SDGs」を 踏 ま え た 行 動

目 標 に 取 り 組 み ま す 。  

 

持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ SDGs） 外 務 省 ホ ー ム ペ ー ジ  

ht tps : //www.mofa .go . jp/mofa j/ga iko/oda/sdgs/ index .html  
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事 業 計 画 の 基 本 方 針  

 

本 学 は 、 建 学 の 精 神 「 花 咲 け 、 薬 学 ・ 生 命 科 学 」 を 基 盤 と し 、 教 育 ・ 研 究

上 の 目 的 を 「 本 学 は 教 育 基 本 法 及 び 学 校 教 育 法 の 主 旨 に 従 い 、 ヒ ュ ー マ ニ ズ

ム の 精 神 に 基 づ い て 、 視 野 の 広 い 、 心 豊 か な 人 材 を 育 成 し 、 薬 学 並 び に 生 命

科 学 の 領 域 に お け る 教 育 と 研 究 を 通 じ て 、 人 類 の 福 祉 と 世 界 の 平 和 に 貢 献 す

る 」 と 定 め て い ま す 。  

さ ら に 、 大 学 教 育 に お け る 三 つ の 方 針 「 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ

プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ）、 教 育 課 程 編 成 ・ 実 施 の 方 針 （ カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー ）

及 び 入 学 者 受 入 の 方 針（ ア ド ミ ッ シ ョ ン・ポ リ シ ー ）」を 制 定 し 、教 育 力 の 向

上 と 活 性 化 に 向 け て 全 学 的 に 取 り 組 ん で い く と と も に 、 研 究 面 に お い て は 、

薬 学 、 生 命 科 学 領 域 の 最 先 端 の 研 究 活 動 を 展 開 す る こ と で 、 革 新 的 ・ 創 造 的

な 研 究 成 果 を 生 み 出 し 、 こ れ を 広 く 社 会 に 還 元 す る こ と を 目 指 し 、 本 学 の 教

育 ・ 研 究 機 関 と し て の 社 会 的 な 役 割 を 果 た し て い き ま す 。  

薬 学 や 生 命 科 学 は 、 ヒ ト の 身 体 に 関 す る だ け で は な く 人 間 心 理 や 生 き 方 に

ま で 広 が る 深 い 学 問 領 域 で あ り 、 医 療 分 野 へ の 貢 献 に 社 会 か ら 大 き な 期 待 が

寄 せ ら れ て い る 領 域 で も あ り ま す 。 本 学 は 「 人 こ そ が 、 東 京 薬 科 大 学 の 宝 」

を モ ッ ト ー に 、 教 育 職 員 と 事 務 職 員 が 協 働 し て 学 生 を 大 事 に し た 教 育 を 推 進

す る こ と で 、主 体 的 に 物 事 を 捉 え 、い か な る 状 況 に お い て も 対 応 で き る 人 材 、

す な わ ち 、 課 題 探 求 ・ 問 題 解 決 能 力 を 有 し 、 高 い 使 命 感 や 倫 理 観 を 併 せ 持 っ

た 人 材 を 育 成 、 輩 出 し ま す 。  

2022（ 令 和 4）年 度 は 、次 図 に 示 し た よ う に 、7 つ の 事 業 を「 事 業 計 画 に

お け る 7 本 の 柱 」と 位 置 付 け 、そ の う ち 、「 ① 選 ば れ る 大 学（ 教 育・研 究 の 質

向 上・学 生 支 援・社 会 貢 献 ）」と「 ② 全 学 的 な ICT 整 備 の 推 進 」を 今 年 度 事 業

の タ ー ゲ ッ ト と し て 、 よ り 力 を い れ て 実 施 し て い き ま す 。 ① に つ い て は 、 薬

学 部 と 生 命 科 学 部 の 協 力 協 調 の も と 、「 薬 学 部 、生 命 科 学 部 に お け る 教 育 改 革・

教 育 内 容 の 充 実 」を 図 り 、と り わ け 薬 学 部 に お い て は 薬 学 教 育 モ デ ル・コ ア・

カ リ キ ュ ラ ム 改 訂 の 施 行 に 合 わ せ た 現 行 カ リ キ ュ ラ ム の 再 構 築 と 薬 剤 師 国 家

試 験 対 策 の 強 化 、 生 命 科 学 部 に お い て は デ ー タ サ イ エ ン ス 、 ア ン ト レ プ レ ナ

ー 養 成 、 グ ロ ー バ ル キ ャ リ ア の プ ロ グ ラ ム の 充 実 等 に 取 り 組 み ま す 。 ② に つ

い て は 「 With/After コ ロ ナ に お い て 本 学 に 必 要 不 可 欠 な ICT の 基 盤 整 備 と

関 連 設 備 の 更 新 」 を 実 行 し 、 Society5.0 を 踏 ま え た デ ジ タ ル 化 に よ る 改 革

（ DX）を 進 め 、教 育・研 究 並 び に 事 務 機 能 を 充 実 し ま す 。こ れ ら の 事 業 を 教

職 員 一 丸 と な っ て 、 実 施 し て ま い り ま す 。  
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【 2022（ 令 和 4） 年 度  事 業 計 画 】  

 

１ ． 法 人 組 織 ・ 理 事 会 機 能 の 強 化  

 理 事 会 は 、 各 理 事 の 職 務 執 行 を 監 督 し 、 各 理 事 の 役 割 を 明 確 に し た 執 行 と し

ま す 。 組 織 運 営 を よ り 強 固 か つ 着 実 に 進 展 す る た め 、 法 人 委 員 会 を 活 性 化 し 、

円 滑 に 展 開 し ま す 。 ま た 、 広 報 力 ・ ブ ラ ン ド 力 を 強 化 す る 一 方 、 SDGs に 積 極

的 に 取 り 組 み ま す 。 さ ら に 史 料 館 を 教 育 の 場 と し て 充 実 さ せ 、 本 学 学 生 や 教 職

員 が 自 校 を 愛 し 先 人 の 求 め た も の を 追 求 す る よ う に 努 め ま す 。 加 え て 、 学 校 法

人 の 更 な る 健 全 な 運 営 を 図 る た め 寄 附 行 為 等 の 見 直 し を 進 め ま す 。  

 

(1) 理 事 会 機 能 の 強 化 と 理 事 の 役 割  

学 校 法 人 の 理 事 会 機 能 の 強 化 を 念 頭 に 、理 事 会 は 各 理 事 の 職 務 執 行 を 監 督

し ま す 。意 思 決 定 が よ り 機 動 的 に 行 え る よ う に 配 慮 し 、明 確 な 役 割 分 担 の も

と 事 業 を 展 開 し ま す 。ま た 、担 当 理 事 の 業 務 執 行 に あ た り 、意 思 決 定 が 専 断

的 に な ら な い よ う に チ ェ ッ ク す る と と も に 、業 務 執 行 の 情 報 を 開 示 す る 一 方 、

実 績 評 価 を 進 め ま す 。  

 

(2) 建 学 の 精 神 と 歴 史 に 学 ぶ  

2020（ 令 和 2） 年 に 創 立 140 年 を 迎 え た 本 学 は 4 万 人 に 上 る 卒 業 生 が

社 会 の 様 々 な 分 野 で 活 躍 し て い ま す 。本 学 の 建 学 の 精 神 や 歴 史 に 学 ぶ た め 史

料 館 を 教 育 の 場 と し て 充 実 さ せ 、本 学 学 生 や 教 職 員 が 建 学 の 精 神 の も と 自 校

を 愛 し 先 人 の 求 め た も の を 求 め 社 会 発 展 の た め 挑 戦 し 続 け ら れ る よ う 取 り

組 み ま す 。  

 

(3) 法 人 委 員 会 の 評 価 ・ 再 編  

法 人 運 営 を よ り 強 固 か つ 着 実 に 進 展 す る た め 、そ の 具 体 的 検 討 を 担 う 法 人

委 員 会 活 動 を 活 性 化 し 、 円 滑 に 展 開 し ま す 。 前 年 度 の 取 り 組 み に 引 き 続 き 、

オ ン ラ イ ン 会 議 や 、オ ン ラ イ ン 及 び 対 面 併 用 会 議 な ど も 活 用 し て 、法 人 委 員

会 機 能 の 向 上 を 図 り ま す 。  

 

(4) 教 学 ガ バ ナ ン ス の 強 化  

本 法 人 は 、大 学 の 教 学 運 営 の 理 事 会 権 限 を 学 長 に 委 任 し て お り 、学 長 を 中

心 に 推 し 進 め る 教 育・研 究 の 質 向 上 、学 生 支 援 の 取 り 組 み を 適 切 に 支 援 、評

価 す る こ と で 、教 学 ガ バ ナ ン ス を 強 化 し 、社 会 か ら 選 ば れ る 大 学 を 目 指 し ま

す 。ガ バ ナ ン ス 強 化 の 一 環 と し て 、学 長 下 の 協 議 機 関 で あ る 教 育 研 究 審 議 会

及 び 大 学 院 委 員 会 の 運 営 強 化 を 図 り ま す 。  

 

(5) 寄 附 行 為 等 の 改 正 ・ 各 規 程 の 整 備  

収 益 事 業 、付 随 事 業 実 施 の 可 能 性 の 検 討 、さ ら に は 、昨 今 の 国 に よ る 学 校

法 人 の ガ バ ナ ン ス 改 革 の 審 議 動 向 、結 果 を 注 視 し 、こ れ ら を 踏 ま え た 寄 附 行
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為 等 の 改 正 に 向 け 準 備 を 進 め ま す 。ま た 、学 内 各 種 規 程 を 整 備 し 、各 種 業 務

が 迅 速 に 遂 行 さ れ る 大 学 運 営 と し ま す 。  

 

(6) 広 報 力 ・ ブ ラ ン ド 力 の 強 化  

レ ピ ュ テ ー シ ョ ン マ ネ ジ メ ン ト （ 評 判 管 理 ） の 構 築 を 目 指 し ま す 。 ま た 、

研 究 を 中 心 と し た 従 来 の 大 学 の ブ ラ ン ド 力 強 化 事 業 を 継 続 す る と 同 時 に 、

SNS 投 稿 な ど の 風 評 被 害 や 謝 罪 対 応 （ ク ラ イ シ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ） な

ど に よ る ブ ラ ン ド 力 の 棄 損 を 防 ぐ た め の 体 制 も 強 化 し ま す 。取 材 及 び プ レ ス

リ リ ー ス に よ る 積 極 的 な 情 報 発 信 を 行 い ま す 。  

 

(7) SDGs へ の 積 極 的 な 取 り 組 み  

持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ SDGs） に 基 づ き 、 様 々 な 活 動 を 展 開 し て い る 中 、

積 極 的 に 環 境 問 題 へ の 対 応 を 図 る 一 方 、生 物 多 様 性 へ の 追 求 を 進 め ま す 。学

内 の「 脱 プ ラ ス チ ッ ク 」運 動 、「 省 エ ネ ル ギ ー 」運 動 、「 廃 棄 ご み 量 削 減 」運

動 は 環 境 経 営 委 員 会 を 中 心 に 推 進 し 、ま た 学 生 食 堂 で 行 わ れ て い る「 リ・リ

パ ッ ク 弁 当 容 器 回 収 事 業 」 等 を 支 援 し ま す 。  

 

２ ． 大 学 組 織 力 の 強 化 （ 財 務 戦 略 ・ 人 事 戦 略 ）  

私 立 大 学 を 取 り 巻 く 環 境 は 、 少 子 超 高 齢 社 会 、 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 な ど 様 々

な 問 題 に 直 面 し て い ま す 。 本 学 が よ り 永 続 的 に 発 展 し 続 け る た め に は 財 政 基 盤

の 強 化 は 必 須 で あ り 、学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 の 堅 持 に 加 え 、創 立 140 周 年 記 念

事 業 を 含 む 募 金 ・ 基 金 事 業 な ど 学 生 生 徒 等 納 付 金 以 外 の 収 入 源 確 保 や 固 定 費 削

減 な ど 財 務 戦 略 の 強 化 を 行 い ま す 。 ま た 、 働 き 方 改 革 が 進 む 中 、 教 職 員 が 優 れ

た 教 育 ・ 研 究 実 施 の た め 最 大 限 に 能 力 が 発 揮 で き る 働 き や す い 職 場 の 実 現 を 目

指 し ま す 。 一 方 で 、 本 学 は 社 会 か ら 求 め ら れ る 教 育 ・ 研 究 を 推 し 進 め て い く 必

要 が あ り ま す 。 ま た 、 中 長 期 的 な 経 営 予 測 と 将 来 に 備 え た 人 材 の 登 用 、 組 織 作

り な ど の 明 確 な 人 事 戦 略 を 立 て 、 組 織 を 強 化 し て い き ま す 。  

 

【 財 務 戦 略 】  

(1) 学 生 生 徒 等 納 付 金 以 外 の 収 入 源 の 確 保  

魅 力 あ る 大 学 づ く り の た め 学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 を 堅 持 す る こ と は も ち

ろ ん の こ と 、よ り 安 定 し た 財 務 体 質 と す る た め 学 生 生 徒 等 納 付 金 の み に 重 き

を 置 く 財 務 体 質 を 改 善 す る た め 、学 生 生 徒 等 納 付 金 以 外 の 収 入 源 の 確 保 を 強

化 し ま す 。 そ の た め 、 2020（ 令 和 2） 年 9 月 よ り 開 始 の 「 創 立 140 周 年

記 念 募 金 」 を は じ め 「 藤 田 正 方 と う や く 募 金 （ 旧 ： 東 京 薬 科 大 学 基 金 ）」 な

ど の 募 金 事 業 を さ ら に 強 化 し ま す 。さ ら に 、遊 休 資 産 と な っ て い る 不 動 産 等

の 資 産 活 用 に つ い て も 引 き 続 き 検 討 し ま す 。  

 

(2) 特 定 資 産 へ の 計 画 的 な 繰 入 れ に よ る 財 政 基 盤 の 拡 充 と 財 務 計 画 の 作 成  

現 在 行 っ て い る 研 究 1・2 号 館 の リ ニ ュ ー ア ル と そ の 後 の 大 規 模 改 修 工 事
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を 見 据 え 、特 定 資 産 へ の 繰 入 れ 計 画 の 策 定 を 引 き 続 き 実 施 し ま す 。ま た 、更

新 し た 繰 入 計 画 を 基 に 、具 体 的 な 収 支 目 標 や 改 善 方 策 を 伴 っ た 中 長 期 的 財 務

計 画 の 作 成 に 繋 げ て い き ま す 。  

 

(3) 固 定 化 し た 経 費 の 適 正 化  

支 出 の 適 正 化 戦 略 と し て 、薬 学 部 、生 命 科 学 部 及 び 事 務 部 門 の 様 々 な 経 費

（ 消 耗 品 ・ 薬 品 ・ 機 器 備 品 購 入 、 光 熱 水 費 、 学 外 福 利 厚 生 施 設 維 持 費 用 等 ）

の 削 減 案 の 検 討 、 予 算 配 分 の 見 直 し 等 を 引 き 続 き 実 施 し ま す 。  

 

【 人 事 戦 略 】  

(1) 働 き 方 改 革 へ の 取 り 組 み  

職 員 一 人 ひ と り が 制 約 さ れ た 時 間 を 有 効 に 利 用 し 最 大 限 に 能 力 を 発 揮 で

き る 職 場 、働 き や す い 職 場 の 実 現 を 目 指 し 、全 学 的 に 教 育 及 び 研 究 力 の 伸 展

に 繋 げ ま す 。ま た 、職 員 の 個 性・特 性 は 基 本 的 人 権 と し て 尊 重 し 、年 齢 、障

が い 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス タ イ ル な ど を 受 容 し 、ダ イ バ ー シ テ ィ の 推 進 に

取 り 組 み ま す 。  

 

(2) 人 事 の 適 正 化  

本 学 教 職 員 の 適 正 人 数 の 検 討 、社 会 が 求 め る 人 材 の 確 保 、定 年 退 職 者 に 伴

う 年 齢 構 成 な ど の 課 題・問 題 点 に つ い て 、中 長 期 的 な 視 点 を 加 え 検 討 を 行 い 、

人 事 の 適 正 化 に 基 づ く 採 用 計 画 、 人 事 計 画 策 定 に 取 り 組 み ま す 。  

 

(3) 評 価 制 度 の 構 築  

本 学 の 理 念 や 将 来 ビ ジ ョ ン の 実 現 に 向 け 、所 属 の 部 署 に お い て そ れ ぞ れ の

任 務 が 遂 行 さ れ て い ま す 。そ し て 、各 部 署 に お い て 、自 身 が 担 っ て い る 業 務

の 成 果 を 客 観 的 に 把 握 で き る 機 会 を 通 じ て 、職 員 の 一 人 ひ と り の 成 長 を 促 進

さ せ 組 織 を 発 展 、 継 続 さ せ る こ と 等 を 目 的 に 評 価 制 度 を 構 築 し ま す 。  

 

(4) 事 務 組 織 の 強 化 と 事 務 の 集 中 化  

本 学 の 教 育・研 究 を 発 展 さ せ 、中 長 期 的 に 強 固 に 支 え 続 け る た め 事 務 組 織

の 強 化 を 進 め 、業 務 改 善 に よ る 円 滑 化・効 率 化・合 理 化 を 図 り 、新 た な 業 務

ス キ ー ム へ チ ャ レ ン ジ 可 能 な 体 制 の 構 築 に 努 め ま す 。業 務 の 一 元 化 、デ ジ タ

ル 化 、電 子 化 等 の 推 進 、新 規 事 業 へ の 対 応 等 の た め の 事 務 分 掌 の 見 直 し 、加

え て 、 部 署 の 集 約 化 と と も に 事 務 室 の 集 中 配 置 に 取 り 組 み ま す 。  

 

３ ． 選 ば れ る 大 学 （ 教 育 ・ 研 究 の 質 向 上 ・ 学 生 支 援 ・ 社 会 貢 献 ）  

本 学 は 、 社 会 か ら 選 ば れ る 大 学 と な る べ く 、 学 生 フ ァ ー ス ト の 教 育 ・ 研 究 環

境 を 整 備 ・ 充 実 し て い き ま す 。 こ の 実 現 の た め 、 本 学 が 自 ら の 責 任 で 「 教 育 ・

研 究 の 質 向 上 」 を 目 指 す こ と を 内 部 質 保 証 の 目 的 と し 、 自 ら 恒 常 的 に 教 育 ・ 研

究 活 動 の 点 検・評 価 を 行 い 、PDCA サ イ ク ル を 適 切 に 機 能 さ せ て 教 育 の 充 実 と
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学 修 成 果 の 向 上 に 努 め ま す 。 ま た 、 本 学 の 教 育 目 標 を 達 成 し 、 学 修 者 本 位 の 教

育 の 実 現 に 向 け 、 教 員 と 職 員 と の 間 の 丁 寧 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 行 わ れ る 環

境 を 整 備 す る と と も に 、 修 学 、 学 生 生 活 環 境 、 キ ャ リ ア 活 動 等 の 学 生 支 援 の 充

実 を 図 り ま す 。 加 え て 、 教 育 ・ 研 究 活 動 を 通 じ て 広 く 社 会 に 貢 献 す る こ と に 努

め 、 地 域 活 性 に 向 け た 連 携 研 究 、 地 域 や 卒 業 生 の 生 涯 教 育 、 災 害 医 療 支 援 な ど

の 連 携 を 推 進 し ま す 。  

 

【 教 育 ・ 研 究 の 質 向 上 】  

(1) 教 学 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 確 立  

本 学 は 三 つ の 方 針 に 基 づ き 、学 修 者 本 位 の 教 育 を 達 成 す る た め に 不 断 の 教

育 改 革 に 取 り 組 み ま す 。自 己 点 検・評 価 、内 部 質 保 証 委 員 会 に お い て 策 定 し

た ア セ ス メ ン ト・プ ラ ン に 基 づ き 、学 修 成 果・教 育 成 果 を 把 握 し て 教 育 プ ロ

グ ラ ム の 適 正 性 を 点 検・評 価 し ま す 。さ ら に 、上 記 取 り 組 み の 基 礎 と な る IR

活 動 や FD・ SD 活 動 を 活 発 化 さ せ 、 長 期 的 な 視 点 を 持 っ た 教 学 マ ネ ジ メ ン

ト シ ス テ ム を 確 立 し ま す 。  

 

(2) 薬 学 部 、 生 命 科 学 部 に お け る 教 育 改 革 ・ 教 育 内 容 の 充 実  

薬 学 部 で は 、2024（ 令 和 6）年 度 入 学 生 か ら 適 用 さ れ る 薬 学 教 育 モ デ ル・

コ ア・カ リ キ ュ ラ ム 改 訂 に 基 づ く 薬 学 教 育 開 始 の タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て 、現

行 カ リ キ ュ ラ ム を 再 構 築 す る 準 備 を 開 始 し ま す 。ま た 、2021（ 令 和 3）年

度 の 総 合 薬 学 演 習 試 験 I、I I の 結 果 、並 び に 第 107 回 薬 剤 師 国 家 試 験 の 結 果

を 解 析 し 、 教 育 指 導 体 制 の 一 層 の 充 実 を 図 り ま す 。  

生 命 科 学 部 で は 、生 命 科 学 を 基 盤 と す る 多 様 な 分 野 で 活 躍 す る 人 材 を 育 成

す る た め に 、デ ー タ サ イ エ ン ス 、ア ン ト レ プ レ ナ ー 養 成 、グ ロ ー バ ル キ ャ リ

ア の 3 つ の プ ロ グ ラ ム の 充 実 を 図 り ま す 。 ま た 、 講 義 で 得 た 知 識 を 実 践 す

る こ と で よ り 深 い 理 解 を 得 る こ と を 目 的 に 、 1−3 年 次 の 実 習 プ ロ グ ラ ム の

再 編 成 に 着 手 し ま す 。  

 

(3) 大 学 院 薬 学 ・ 生 命 科 学 研 究 科 に お け る 教 育 ・ 研 究 環 境 の 充 実  

本 学 大 学 院 の 魅 力 を 学 内 外 に 広 く 発 信 す る と と も に 、コ ロ ナ 禍 、コ ロ ナ 後

の 感 染 状 況 に 応 じ て 、大 学 院 講 義 、大 学 院 入 試 、並 び に 学 位 論 文 発 表 会（ 修

士 、博 士 、最 終 試 験 を 含 む ）を オ ン ラ イ ン で 実 施 で き る 体 制 を 確 立 さ せ ま す 。

ま た 、キ ャ リ ア 支 援 、国 際 化 教 育 、企 業 と の 連 携 な ど を 推 進 し 、大 学 院 教 育・

研 究 の 一 層 の 充 実 を 図 り ま す 。  

 

(4) 研 究 推 進 機 構 の 設 置 に よ る 研 究 ブ ラ ン ド 力 の 強 化：共 同 研 究 の 拡 充 と 研 究

基 盤 の 整 備 等  

2021（ 令 和 3）年 度 に 発 足 さ せ た 研 究 推 進 機 構（ 共 同 研 究 セ ン タ ー 、研

究 施 設・機 器 管 理 セ ン タ ー 、イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 セ ン タ ー か ら 構 成 ）を 中 心

に 、両 学 部 の 共 同 研 究 を 推 し 進 め 、産 学 官 連 携 推 進 と 知 的 財 産 の 管 理・技 術



- 10 - 

移 転 体 制 の 構 築 を 進 め ま す 。ま た 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 支 援 事 業

の 成 果 を 社 会 に 還 元 し 、 ア ウ ト リ ー チ や 広 報 も 積 極 的 に 推 し 進 め ま す 。  

 

(5) 海 外 連 携 教 育 の 刷 新  

薬 学 部 と 生 命 科 学 部 が 一 体 と な り 、グ ロ ー バ ル 化 す る Health 領 域（ 医 療 、

生 命 科 学 、環 境 等 ）課 題 の 解 決 と そ れ に 係 る 人 材 育 成 を 目 指 し た 国 際 教 育 研

究 セ ン タ ー を 設 置 し ま す 。 教 育 事 業 で は 低 学 年 か ら の 教 育 プ ロ グ ラ ム 導 入 、

研 究 事 業 で は 社 会 的 ニ ー ズ を 踏 ま え た 研 究 者 養 成 な ど 、卒 業 生 と 協 働 し な が

ら 、 進 め ま す 。  

 

(6) 大 学 入 学 者 選 抜 に つ い て （ 入 試 制 度 改 革 ）  

2025（ 令 和 7）年 度 か ら 始 ま る 新 教 育 課 程 に 基 づ く 入 試 に 向 け た 入 学 者

選 抜 改 革 を 進 め 、 高 校 生 に 対 し て 可 能 な 限 り 早 期 の 予 告 ・ 公 表 を 行 い ま す 。

ま た 、意 欲 あ る 質 の 高 い 学 生 を 安 定 的 に 確 保 す る た め 、高 大 連 携 事 業 の 拡 充 、

さ ら に は 受 験 生 来 訪 型 イ ベ ン ト を 活 発 に 行 い 、受 験 生 か ら 選 ば れ る 大 学 を 目

指 し ま す 。  

 

【 学 生 支 援 】  

(1) 修 学 支 援 の 充 実 ― 奨 学 金 制 度  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 状 況 を 踏 ま え な が ら 、必 要 に 応 じ た 修 学 支 援 を

行 い ま す 。同 時 に 、従 来 の 奨 学 金 に 加 え 、家 計 基 準 に と ら わ れ な い 、学 ぶ 意

欲 の 高 い 学 生 を 支 援 す る 、 チ ャ レ ン ジ 型 の 奨 学 金 の 創 設 を 検 討 し ま す 。  

 

(2) 学 生 生 活 環 境 の 整 備  

学 生 の 心 身 の 健 康 を 向 上 さ せ る た め 、新 入 生 健 康 調 査 や 学 生 相 談 室 と の 情

報 共 有 に 基 づ く 早 期 の メ ン タ ル ケ ア 、保 健 室 の イ ン テ ー ク 、健 康 診 断・予 防

接 種・禁 煙 活 動・薬 物 乱 用 防 止 の 注 意 喚 起 な ど を 引 き 続 き 実 施 し ま す 。感 染

症 対 策 を 実 施 し つ つ 、安 心・安 全 な 課 外 活 動 を 支 援 し ま す 。後 援 会 と も 連 携

し て 、 学 生 食 堂 な ど 学 生 の 福 利 厚 生 を 支 援 し て い き ま す 。  

 

(3) キ ャ リ ア 支 援 の 強 化  

卒 業 後 に 自 己 の 能 力 を 最 大 限 に 生 か せ る 職 に 就 く た め に は 、入 学 時 に 自 分

の 将 来 像 を 描 い て 目 標 を 明 確 に し 、そ れ に 向 か っ て 常 に 努 力 す る 習 慣 を 身 に

付 け る こ と 、さ ら に 努 力 す る 内 容 を 明 確 に し 、か つ ス ケ ジ ュ ー ル 化 す る こ と

が 大 切 で す 。そ の た め の 支 援 と し て 、学 部・大 学 院 の 各 学 年 に 相 応 し い キ ャ

リ ア ガ イ ダ ン ス 、イ ン タ ー ン シ ッ プ 、OB・OG セ ミ ナ ー 、個 別 相 談・指 導 を

行 い ま す 。  
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【 地 域 貢 献 ・ 社 会 貢 献 】  

(1) 地 域 連 携 セ ン タ ー （ 仮 称 ） の 設 置  

薬 学 、生 命 科 学 分 野 に お い て 本 学 の 有 す る 人 的・物 的 資 源 を 活 用 し 、地 域

社 会 と 連 携 し な が ら 社 会 貢 献 を 進 め る 組 織 と し て 地 域 連 携 セ ン タ ー （ 仮 称 ）

を 設 置 し ま す 。地 域 連 携 セ ン タ ー（ 仮 称 ）は 全 学 的 な 組 織 で あ り 、本 学 の 地

域 連 携 活 動 を 統 括 し ま す 。規 程 等 の 整 備 は 学 内 に 設 置 さ れ て い る 地 域 連 携 推

進 委 員 会 で 検 討 し ま す 。  

 

(2) 卒 後 教 育 、 リ カ レ ン ト 教 育 ： 薬 学 ・ 生 命 科 学 分 野 に お け る 社 会 貢 献  

本 学 に お い て 生 涯 学 習 の 教 育 と 施 設（ 付 属 施 設 ）を 活 用 し た 社 会 貢 献 を 行

い ま す 。薬 学・生 命 科 学 分 野 に お い て 、そ れ に 携 わ る 社 会 人 は 常 に 時 代 に 対

応 し た リ カ レ ン ト 教 育 が 必 要 で あ り 、薬 学 に お い て は 、学 び 直 し 講 座「 薬 剤

師 勉 強 会 」及 び 東 京 薬 科 大 学 卒 後 教 育 講 座 を 、生 命 科 学 部 に お い て は 、小 中

高 理 科 教 員 向 け の 勉 強 会 ・ 発 展 講 座 を 継 続 し て 推 進 し ま す 。  

 

(3) 地 元 自 治 体 と の 連 携 に よ る 地 域 貢 献 事 業  

近 隣 の 多 摩 地 域 5 市 、「 大 学 コ ン ソ ー シ ア ム 八 王 子 」、「 ひ の 市 民 大 学 」及

び 地 域 の「 生 涯 学 習 セ ン タ ー 」等 と 連 携 し 、本 学 教 員 が 講 師 と し て 参 画 す る

等 、市 民 目 線 で の「 学 び 」を 地 域 の 皆 様 に 提 供 す る 事 業 に 取 り 組 み ま す 。本

学 教 員 が 積 極 的 に 講 師 を 務 め 、小 学 生 か ら シ ニ ア 世 代 ま で の 一 般 市 民 に 対 す

る 公 開 講 座 を 地 元 自 治 体 と 協 力 し て 開 催 し ま す 。  

 

(4) 災 害 支 援 活 動 に お け る 対 応  

災 害 時 の 課 題 に つ い て 地 域 自 治 体 ・ 薬 剤 師 会 ・ 医 師 会 等 と の 協 議 の も と 、

そ の 課 題 を 整 理 し 、本 学 の 災 害 医 療 支 援 モ デ ル を 作 成 し ま す 。ま た 、本 学 か

ら も 地 元 で 行 わ れ る 地 域 防 災 訓 練 に 参 加 す る 一 方 、モ バ イ ル フ ァ ー マ シ ー の

具 体 的 な 運 用 方 法 、出 動 に つ い て は 八 王 子 市 、八 王 子 薬 剤 師 会 と そ の 都 度 協

議 し 、 有 効 な 運 用 を 図 り ま す 。  

 

４ ． 薬 学 部 研 究 1・ 2 号 館 等 の リ ニ ュ ー ア ル 工 事  

本 学 教 育 の 特 色 で あ る 「 研 究 や 実 験 」 を 通 じ て 「 科 学 的 な 問 題 解 決 能 力 」 を

醸 成 し 、 薬 学 ・ 生 命 科 学 の 知 識 、 技 能 、 態 度 を 研 鑽 す る た め に 現 代 の 研 究 、 実

験 環 境 に 相 応 し く 、 安 全 ・ 安 心 な 研 究 室 、 実 験 ス ペ ー ス 、 学 習 環 境 を 整 え 、 研

究 実 験 マ イ ン ド を 持 っ た 、 よ り 優 れ た 人 材 を 輩 出 す べ く 研 究 1・ 2 号 館 等 の リ

ニ ュ ー ア ル 工 事 を 合 理 的 か つ 効 率 的 に 実 施 し ま す 。  

 

(1) 薬 学 部 研 究 １・２ 号 館 等 の 長 期 的 な 維 持 管 理 と 機 能 向 上 に 向 け て の リ ニ ュ

ー ア ル 工 事  

本 学 の 今 後 30 年 間 の 礎 と な る 研 究 1・2 号 館 の リ ニ ュ ー ア ル 工 事 は 、耐

用 年 数 の 長 期 化 を 考 慮 し 、メ ン テ ナ ン ス し や す い イ ン フ ラ 整 備 、建 物 の 断 熱
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性 能 や 省 エ ネ ル ギ ー 等 に 配 慮 し つ つ 、 教 育 棟 基 礎 実 習 室 及 び 研 究 4 号 館 に

続 き 、 STEP1～ STEP7 に 区 分 し 、 合 理 的 か つ 効 率 的 な 実 施 計 画 に 基 づ き

2024（ 令 和 6） 年 6 月 の 完 成 を 目 標 に 継 続 的 に 実 施 し ま す 。  

 

５ ． リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 強 化  

 教 育 ・ 研 究 と い う 幅 広 い 大 学 の 活 動 に お い て 、 将 来 的 に 起 こ り 得 る リ ス ク の

想 定 、非 常 事 態 が 起 こ っ た 場 合 の 損 害 を 最 小 限 に 抑 え る た め の BCP（ 業 務 継 続

計 画 ）、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 体 制 の 整 備 、 充 実 を 図 り ま す 。  

現 在 の コ ロ ナ 禍 に お け る 対 応 を 感 染 症 危 機 管 理 対 策 本 部 、 保 健 室 等 を 中 心 に

取 り 組 む こ と で 、 学 内 構 成 員 の 健 康 を 守 る と と も に 、 震 災 対 策 、 防 火 ・ 防 災 ・

防 犯 対 策 、 化 学 物 質 管 理 対 策 、 ハ ラ ス メ ン ト 対 策 等 、 広 範 囲 に わ た る リ ス ク マ

ネ ジ メ ン ト の 強 化 に 継 続 的 に 務 め ま す 。  

 

(1) 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 防 止 対 策 、 予 防 対 策 の 実 施  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 、昨 年 度 に 引 続 き 、感 染

症 危 機 管 理 対 策 本 部 、保 健 室 等 を 中 心 に 、学 内 の 情 報 収 集 、対 応 の 決 定 、そ

の 発 信 を 継 続 的 に 進 め 、危 機 管 理 対 応 に あ た り ま す 。ま た 、予 防 対 策 の 1 つ

で あ る ワ ク チ ン 接 種 に つ い て は 、 学 内 で 職 域 接 種 （ 3 回 目 ） を 実 施 し ま す 。 

 

(2) 防 火 ・ 防 災 ・ 震 災 ・ 防 犯 対 策  

防 火・防 災・震 災 対 策 に つ い て は 、地 元 消 防 等 と 連 携 し 、強 い 組 織 づ く り

を 目 指 し ま す 。 訓 練 は 実 践 的 内 容 を 主 と し 、 構 成 員 の 意 識 向 上 を 図 り ま す 。

大 地 震 に 備 え た 対 応 と し て 、備 蓄 品 を 増 強 、整 理 す る と と も に 、BCP（ 業 務

継 続 計 画 ）の 見 直 し に 努 め ま す 。防 犯 に つ い て は 、入 構 管 理 の 強 化 等 各 種 対

策 を 講 じ ま す 。  

 

(3) 化 学 物 質 管 理 と 学 内 周 知  

学 内 に お け る 安 全 対 策 と し て 、薬 品 管 理 シ ス テ ム を 用 い た 管 理 や 安 全 デ ー

タ シ ー ト（ SDS）を 用 い た「 化 学 物 質 の リ ス ク ア セ ス メ ン ト 」を 継 続 的 に 実

施 し ま す 。 薬 品 管 理 支 援 シ ス テ ム は 最 新 バ ー ジ ョ ン に ア ッ プ デ ー ト し ま す 。

ま た 、学 生・職 員 を 対 象 と し た 化 学 物 質 安 全 管 理 講 習 会 の 実 施 を 予 定 し て い

ま す 。  

 

(4) 迅 速 な ハ ラ ス メ ン ト 対 策  

ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 関 す る 法 令 、本 学 規 程 に 基 づ き 、組 織 と し て ハ ラ ス

メ ン ト に 対 し て 真 摯 に 取 り 組 み 、学 び や す い 、働 き や す い 安 心・安 全 な 教 育・

研 究 活 動 、職 場 環 境 を 整 え ま す 。2022（ 令 和 4）年 度 は 新 規 に ハ ラ ス メ ン

ト 相 談 室 を 設 置 し 、 相 談 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。  
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６ ． 全 学 的 な ICT 整 備 の 推 進  

本 学 の 個 人 情 報 や 様 々 な 情 報 資 源 （ 資 産 ） を 安 全 に 管 理 し 運 用 す る た め に 、

利 便 性 と 情 報 セ キ ュ リ テ ィ と の バ ラ ン ス を 考 慮 し 、 ク ラ ウ ド コ ン ピ ュ ー テ ィ ン

グ を は じ め と す る 時 代 に 即 し た 情 報 技 術 を 積 極 的 に 導 入 し ま す 。 そ し て

With/After コ ロ ナ を 意 識 し た 、 本 学 に 必 要 不 可 欠 な ICT の 基 盤 整 備 と 関 連 設

備 の 更 新 を 実 施 し ま す 。  

 

(1) With/After コ ロ ナ を 意 識 し た ICT の 基 盤 整 備 と 関 連 設 備 の 更 新  

長 年 積 み 重 ね ら れ て き た 業 務 体 系 や 業 務 そ の も の を 見 直 し 、 With/After

コ ロ ナ を 意 識 し た ICT の 基 盤 整 備 と 関 連 設 備 ・ 情 報 サ ー ビ ス を ク ラ ウ ド 環

境 へ 移 行 す る こ と を 積 極 的 に 実 施 し ま す 。さ ら に 事 務 処 理 の 伝 統 的 な ア ナ ロ

グ 方 式 か ら デ ジ タ ル 化 へ の 改 革 （ DX） を 進 め る こ と で 業 務 の 効 率 化 を 図 り

ま す 。  

 

(2) ICT 管 理 体 制 の 再 編 成  

大 学 全 体 の 活 動 に 関 わ る 情 報 シ ス テ ム 基 盤 と 、教 育・研 究 に 特 化 し た ICT

基 盤 の 管 理 体 制 を 分 離 し 、安 全・安 心 な 基 盤 を 維 持 し つ つ 、費 用 対 効 果 も 重

視 し た 情 報 シ ス テ ム 全 体 の 再 構 築 を 検 討 し ま す 。  

 

７ ． 創 立 140 周 年 記 念 募 金 事 業 の 推 進  

本 学 の 創 立 140 周 年 を 記 念 し て 2020（ 令 和 2） 年 9 月 よ り 「 創 立 140

周 年 記 念 募 金 」を 開 始 し ま し た 。本 募 金 は 本 学 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ で あ る 歴 史

史 料 の 整 備 と 教 育・研 究 環 境 の 整 備 と 充 実 を 目 的 と し て い ま す 。現・旧 教 職 員

や 卒 業 生 の み な ら ず 、企 業 な ど 団 体 に も 本 学 の 社 会 的 使 命 の 達 成 の た め 協 力 を

求 め る こ と で 募 金 活 動 の 一 層 の 強 化 を 図 り ま す 。  

 

(1) 創 立 140 周 年 記 念 募 金 事 業  

創 立 140 周 年 記 念 事 業 と し て 2020（ 令 和 2）年 9 月 よ り 開 始 の「 創 立

140 周 年 記 念 募 金 」 事 業 の 協 力 要 請 先 を 広 げ 更 に 強 化 し ま す 。  

 

以 上  


